
 
 

令和６年度第４回 福知山市行政改革推進委員会 
 

日 時：１１月２５日（月） 

午後４時から 

場 所：市民交流プラザ 会議室４－１ 

 

《 次  第 》 

 

 開会 

 

１ 議事 

令和６年度 ２次レビューの結果を踏まえた改善対応について 

 

 閉会 

 

【配布資料】 

令和６年度 ２次レビューの結果を踏まえた改善対応について 

 



市民の傍聴者が少なかったことを踏まえ、次年度以降の２次レビューにおいては、広報ふくちやま、ホーム
ページ、ＳＮＳ発信、マスコミを通じた広報に加え、施策に関連する団体等への働きかけやチラシの配布等、
レビュー実施にあたっての周知の強化を図る。

また、更なる市民参画の促進の手立てとして、令和７年度に設置を行う（仮称）2040年市民会議の委員にも、
市民パートナーもしくは傍聴者としての参加を呼びかける。

1 更なる市民参画の促進

2 施策の関連性を踏まえた効果的な議論の実施

3 市民パートナーの事前説明の実施・発言機会の確保

令和6年度 2次レビューの結果を踏まえた改善対応について

今回の２次レビューにおいては、必ずしも施策の関連性を考慮したプログラムとはなっていなかったため、
参加者にとって分かりにくく、また、繰り返しの説明が必要となる場面があった。議論を行う各施策におい
ては、施策間の関連性を重視し、議論を行う施策の順序等を工夫することで、参加者に分かりやすく、また、
それぞれの施策が関連した議論を行い、より効果的な推進ができるという考え方に重点を置いたプログラム
の調整を図る。なお、議論の時間は、令和６年度に170分で実施し、一定議論を深めることができたこと、ま
た、事前の準備などで更に効率的な運営を図ることとし、１コマ140分間とする。

また、レビューの進め方として、冒頭に事業の説明を行ってから施策の議論を行うことで、参加者の理解
が進んだこと、 コーディネーターが議論の要点をホワイトボードに書き出すことで、参加者の議論の整理
につながったことから、次年度の実施においても採用する。

市民パートナーの意見の時間を十分に確保するとともに、パートナーを対象とした事前の説明会においては、
従来のレビューの目的、進行等の説明に加えて、対象施策の概要説明や論点、パートナーに期待するレビュー
での役割等について十分な説明を行ったうえでご参加いただけるよう取り組む。
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令和6年度 2次レビューの結果を踏まえた改善対応について

5 ２次レビュー後の改善内容の総括と市民への広報（過去の対象施策も）

4 土日開催に係る職員の負担軽減

6 令和７年度の２次レビューのあり方について

市民参加を考慮し、引き続き土日の開催を基本とするが、職員の負担軽減の方策として、事前の準備に関
して、十分に論点整理を行い、当日の議論の論点を焦点化、明確にしたうえで、必要最低限の参加部署及び
参加職員とする。

今年度の２次レビューの対象施策については、現在、レビューの議論を踏まえた改善対応の検討、予算化
の準備など、改善の具現化を進めている。今後、過去のレビューで議論された施策について、指標の達成状
況、２次レビューを受けての改善の内容やその効果などの総括を行う。

現まちづくり構想ふくちやまの計画期間は令和８年度までであり、次年度以降の２年間で、新たな計画の
策定に取り組むこととしている。

その策定にあたっては、 65歳以上の高齢者人口がピークを迎え、社会経済環境が大きく変化すると見られ
ている2040年においての人口、インフラ、子育て・教育、医療・介護、衛生、消防・防災、経済等の状況を
予測する「地域の未来予測」を作成し、起こり得る事象や想定される状況などの議論を行い、客観的な見通
しを整理した上で、未来を見据え福知山市として、今後、どのような未来を目指し、何に取り組むべきかを
議論し、それを新しいまちづくり構想に反映する「（仮称）2040年市民会議」を発足させ、議論を行うこと
としている。

この市民会議では、各分野で活動されている方や無作為抽出による市民の選出（100名程度）を行い、未来
予測を踏まえた様々な施策の方向性について、分科会を設置し議論いただくこととしており、２次レビュー
においても、関連する施策を議論する分科会メンバーへの参加に加え、広く参加を呼びかけ、議論に加わっ
ていただく。
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各種推計データを基に想定し得る地域の未来予測について、市民の皆さんと共有し、未来を一緒に考え、課題に対応するた
めの方向性について議論を行い、一人ひとりが「幸せを生きる」まちの実現を目指す。

※会議での議論・提案等について「次期まちづくり構想 福知山」に反映

〇内容

（仮称）2040年市民会議の設置に向けた市民公募を実施。市民公募委員（多様な年代の市民の参画）、データ利活用部会の

職員も参画する中で会議をＲ７年度５回程度実施。

・地域の未来予測データに基づき、分野ごとに課題を考え、どのような未来を目指すべきか議論を行い提案を受ける。

・現計画「まちづくり構想 福知山」で掲げる施策について、成果指標の達成状況等の共有。

〇素案の作成（経営戦略課）

65歳以上の高齢者人口がピークを迎え、社会経済環境が大きく変化すると見られている2040年において、各種データを基に長期的推計が可能な分
野（人口、施設・インフラ、子育て・教育、医療・介護、衛生、消防・防災、経済）において推計を行う。 ※別途、福知山市版未来カルテデータ
を活用 長期的・客観的な見通しのデータを提示することが困難な分野（観光等）は推計せず動向・推移を提示する。

〇データに基づく議論（データ利活用部会）

未来予測データに基づき、起こり得る事象や状況などの議論を行い、客観的な見通しを整理する。

福知山市

「地域の未来予測」

1 地域の未来予測の作成及び庁内での議論（～R7.3）

２ 「次期まちづくり構想 福知山」の策定（R7～R8年度）

〇庁内検討（Ｒ８年度）

・地域の未来予測に基づく検討結果（未来像、方向性、体系、取組内容、市民意見）を「次期まちづくり構想 福知山」の施策に反映。

※素案の作成

〇有識者、関係団体、市民公募等により構成する審議会の開催（Ｒ８年度５回程度）。※計画案の作成

〇地域別説明会やパブリックコメントの実施。※意見聴取

〇まちづくりの方向性を定める「次期まちづくり構想 福知山（計画期間Ｒ９～Ｒ１３年度）」の策定。

（仮称）2040年市民会議・次期まちづくり構想の策定について（案）
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施策レビュー（２次レビュー）当日の進行について
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